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論文内容要旨

 目的

  近年, 低出力 レーザーのもつ創傷治癒促進効果や除痛効果が脚光をあびてきており, Ar レー

 ザー, 鷺砂Ne レーザー, 半導体 レーザーな どの鳶する光刺激効果について様々 に砺究がなされ

 てきている。 しか しその作用機序については, ほとん ど推測の域を出ないまま年臨床に応用 され

 ているのが実情である。 一方, 炭酸ガス レーザーは波長⑳. 6μm の遠赤外線であり, 構造上低出

 力で屠いることが困難なために, 主にその熱的な効果を応尾 して切開・蒸散のための装置として

 用いられてきた。 そこで今回, 低出力が得られる炭酸ガスレーザー装置を試作 (持田製薬社製メ

 ディ レーザー S・ MEL 442 の改良型) して, 炭酸ガス レーザーにも創傷治癒促進効果があるか

 否かを検討 し, 併せて レーザー光の創傷治癒に及ぼす効果の作用機序について検討を試みること

 を目的と して以下の研究を行った。

 方法

 L 雄のウィスター系ラット (i3～15週齢, 200～2569) を期いて, その背部の正常な皮膚に低

  患力炭酸ガス レーザーを照射 した時の皮膚温度の上昇度を, クロメ ルーアルメ ル熱電対を用い

  て測定 した。

 2. ラット背部に皮膚全層切除創を鋭的に作成 し, 経臼的に低出力炭酸ガス レーザーを照射じた

  時の創傷治癒過程を以下の方法で検索 し, 非照射の対照群と比較した。

  (1) 創面積を毎麟計測し, その縮小の程度を比較検討した。

  (2) 切除創部分のコラーゲンの指標としてのハイ ドロキシプロリン量をエ ドワーズの方法に従

   って分光光度計を嗣 いて湖定 し, 同時に含有水分量も測定した。

  (3} ヘマ トキシリ ンーエオジン染色により組織学的な所見を得た。

 結果及び考察

 i. 炭酸ガスレーザーを低鐡力で照射した時の皮膚温度曲線は, 出力密度と照射時間の関数とし

  て得られた。

 2. レーザー照射群の創面積の縮小率は3～7翳目に対照群よりも大きくなり, 特に 200灘W/

  cm2 の出力の時に著 しかった。

 3. レーザー照射群のハイ ドロキシプロリン量は, 4～14日目に対照群よりも多くなった。

 4. レーザー照射群の含有水分量は, 対照群よりも早く減少して正常値のレベルに近づいた。 『

 5. 組織学的には, レーザー照射群の創は対照群よりも早く成熟し, コラーゲン線維の配列もよ

  り整然としていたが, 基本的には大きな違いはなかった。

  以上のことから, 炭酸ガス レーザーを低出力で用いた場合, 他のレーザr装置と同様に創傷治

 癒促進効果を有するが, その作用は熱的効果によるものであり, これによって創傷治癒の初期に

 コラーゲ ン合成が促進されるためと考えられた。
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審査結果要旨

  近年, ソフトレーザーのもつ創傷治癒促進効果や除痛効果についてさかんに硯究が行われてき

 ているが, その作胴機序についてはほとん ど推測の域を鐵ないままに臨床に応用 されているのが

 実情でる。 また炭酸ガス レーザーは, 主に高出力による熱的な効果を応用した外科手術の装置と

 して用いられており, 低出力域での生体 に対する作用を追求 した砺究はほとん ど行われていない。

 本礒究は, これらの点に着目 して, まず炭酸ガス レーザーにも低出力で用いた場合に創傷治癒促

 進効果があるか否かを検討 し, あわせて レーザー光のもつ創傷治癒促進効果の作用機序について

 検索 したものである。

 L ラットの背部の皮膚に低出力炭酸ガス レーザーを照射した時の皮膚温度の上昇度を, クロメ

  ルーアルメ ル熱電対を用いて測定した結果, 皮膚温度曲線は出力密度と照射時間の関数と して

  得られた。

 2. ラッ トの背部に皮膚全層切除創を作成して経冒的に低出力炭酸ガス レーザーを照射 した時の

  創傷治癒過程につ いて検索 した。

  その結果, レーザー照射群の創面積の縮小率は3～7日目に対照群よりも大きくなり, 特に

 200mW/cm2 の出力の時に著 しかつ た。

  レーザー照射群のハィ ドロキシプロリ ン量は4～M日日に対照群よりも多くなり, 含有水分量

 は対照群より も早く減少 して正常値の レベルに近づいた。

  組織学的には, 創傷治癒過程に基本的には大きな違いはなかった。

  以上の結果から, 著者は炭酸ガス レーザーを低畠力で用いた場合, 他のレーザー装置と同様に

 創傷治癒促進効果を有するが, その作用は熱的効果によるものであり, これによって創傷治癒の

 初期にコラーゲン合成が促進されるためであると述べている。

  以上, 本砺究はこれまで切開・蒸散のための道翼と してのみ用いられてきた炭酸ガス レーザー

 にも, 他のソフトレーザーと同様に, 低出力域で用いると創傷治癒を促進する効果があることを

 つきとめた。 しかも, 他のレーザー光の効果が光刺激によるといわれているのに対して, 炭酸ガ

 ス レーザーは遠赤外光であるという特徴のため, 効果発現の原因はむ しろ温熱刺激による もので

 あると考察 している。 また, 創傷治癒の指標としてコラーゲンに着目 し, その特異的なアミノ酸

 であるハイ ドロキシプロリンの定量を, 炭酸ガス レーザーを爾いた砺究に応耀 して創傷治癒のメ

 カニズムを定量的に明確にした。 これらの知見は, 炭酸ガス レーザーの低出力域での臨床応用に

 道を開く ものであると同時に, 低出力 レーザーの創傷治癒に与える効果のメカニズムを解明する

 上で, 極めて有効な示唆を与えるものと評価できる。

  以上の理由から, 本研究は炭酸ガス レーザーの臨床応用に寄与するところ大なるものがある。

 よって十分学位授与に値する ものであると認める。
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